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ミカンコミバエ及びウリミバエ蛹の低温耐性
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Abstract: Tolerance to low temperature of pupae of the Oriental fruit fly Bactrocera dorsalis (Hendel) and melon fly 

Bactrocera cucurbitae (Coquillet) was evaluated. Three-day- and four-day-old pupae of  the Oriental fruit fly were 

more tolerant than other pupal stages of this species. On the other hand, one-day old pupae of melon fly were more 

tolerant than other stages. Eight-day cold treatment (1.3℃) killed all pupae of these stages. The results of this study 

suggest that pupae of the Oriental fruit fly are more tolerant than those of melon fly and treatment at 1.3℃ for 8 

days is sufficient to kill pupae of both species.
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資 料

緒　　言

ミカンコミバエ及びウリミバエの蛹の低温耐性について、知
見が得られたので報告する。

材料及び方法

1．供試虫
供試虫の親虫として、那覇植物防疫事務所の昆虫飼育室

（27.0±1.0℃、60±10％RH、14L10D）で累代飼育している沖縄
本島産ミカンコミバエ Bactrocera dorsalis（農林水産省指令 63

横植第 2152号）及び八重山群島産ウリミバエ Bactrocera 

cucurbitae（農林水産省指令 3那植第 139号）を用いた。採卵
は、成虫約 2,000頭が入った飼育ケージ（300×300×450mm）
内に、ミカンコミバエではレモン果汁、ウリミバエではカボ
チャピューレを入れたポリプロピレン製の採卵容器（直径
78mm× 高さ 135mm、側面に直径 0.5mmの穴を 198個開けた
容器）を 2時間置き実施した。ポリプロピレン製容器（260×
190×80mm）に小麦フスマ（沖縄製粉製）を主原料とする幼虫
用人工飼料 1kgを入れ、その上に卵 1.5mlを接種し、昆虫飼育
室で 6日間、3齢跳躍幼虫まで発育させた。本虫を、水を張っ
たポリプロピレン容器（400×320×155mm）内に集めた後、砂
を入れた蛹化用ポリプロピレン容器（215×130×115mm）に移
して昆虫飼育室で保管した。本容器内で 24時間以内に蛹化し
なかった幼虫を取り除き、各日齢の蛹を得た。

2．最耐性日齢の調査
低温に対して最も強い蛹の日齢を調べるために、全日齢（ミ

カンコミバエ：0～6日齢、ウリミバエ：0～5日齢）の蛹を同
時に低温処理した。蛹 250頭を透明丸形プラカップ（直径
100mm、高さ 35mm）に入れ、これをカートン箱（425×320×
345mm）2個に納め、恒温恒湿槽（日立冷熱社製 コスモピア 

EC-42 HHP）を用いて低温処理した。データロガー（T&D 

Corporation製 RTR-52）を用いて 1時間毎のカートン箱内の
温度を記録した。カートン箱内の温度が 1.0℃に達した時刻を
処理開始として、箱内を 0.6℃に保つことを目標として、ミカ
ンコミバエは 2、4、6日間処理、ウリミバエは 1、2、4日間処
理した。各処理日数を満たした蛹は恒温恒湿槽から取り出し、
透明丸形プラカップの蓋を開けた上でポリプロピレン製容器
（直径 115mm、高さ 100mm）に入れて、昆虫飼育室で最長 36

日間保管した。対照区の蛹は、500頭を透明丸形プラカップに
入れ、処理区と同様の方法で保管した。囲蛹殻から完全に虫体
が脱出した羽化個体を生存虫として計数した。補正死亡率は、
対照区の生存率から Abbottの式（Abbott, 1925）を用いて計
算した。試験は 2反復実施した。

3．100%の死亡率が得られる条件の調査
2.の結果、明らかとなった最耐性日齢の蛹を用いて、低温に

より補正死亡率 100%が得られる殺虫条件を明らかにするた
め、供試頭数を増やして低温処理を実施した。
蛹 800頭を透明丸形プラカップ（直径 100mm, 高さ 35mm）
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に入れ、これをカートン箱（425×320×345mm）1個に納め、
プログラム低温恒温器（ヤマト科学株式会社製 IQ822）を用い
て低温処理した。カートン箱内の温度測定にはデータロガー
（T&D Corporation製 RTR-502）を用いて 1時間毎の温度を記
録した。カートン箱内の温度が 1.5℃に達した時刻を処理開始
として、箱内を 1.3℃に保つことを目標にして、ミカンコミバ
エは 5、8、11、14、17日間処理、ウリミバエは 2、5、8、11、
14日間低温処理した。各処理日数を満たした蛹は低温恒温器
から取り出し、透明丸形プラカップの蓋を開けた上でポリプロ
ピレン容器（215×130×115mm）に入れて、昆虫飼育室で最長
34日間保管した。無処理の対照区の蛹は、1,600頭を透明丸形
プラカップに入れ、処理区と同様の方法で保管した。
囲蛹殻から完全に虫体が脱出した羽化個体を生存虫として計
数した。補正死亡率は、対照区の生存率から Abbottの式を用
いて計算した。試験は 2反復実施した。

結果及び考察

1．最耐性日齢の調査
低温処理期間中の箱内温度推移を Fig.1に示した。処理開始

後の平均温度は、1反復目が 0.60℃、2反復目が 0.65℃であっ
た。なお、1反復目の 48時間経過時に温度が 1.3℃に達してい
るが、これは恒温恒湿槽から蛹を取り出したタイミングとデー
タロガーによる記録が重なってしまったためと考えられる。
補正死亡率を日齢間で比較した（Table 1）。低温に対する最

耐性日齢の判定は、生存虫が認められた最も長い処理日数の補
正死亡率により行った。異なる日齢において補正死亡率がほぼ
同率であった場合にはより短い処理日数の補正死亡率も考慮に
入れて判定した。
1反復目では、ミカンコミバエは 6日処理時に 4日齢が、ウ

リミバエは 4日処理時に 1日齢が最も補正死亡率が低かった。
このことから、1反復目での最耐性日齢は、ミカンコミバエで
は 4日齢、ウリミバエでは 1日齢であることが示唆された。
一方、2反復目では、ミカンコミバエは 6日処理時に 3、4

及び 5日齢が、ウリミバエは 4日処理時に 1及び 3日齢におい
て生存虫が認められた。より短い処理日数の比較では、ミカン
コミバエは 4日処理時には 3日齢、4日齢の順に、ウリミバエ
は 2日処理時には 2日齢、1日齢、3日齢の順に補正死亡率が
低かった。以上より、2反復目の最耐性日齢として、ミカンコ

ミバエでは 3日齢、ウリミバエでは 1日齢であると判断した。

2．100%の死亡率が得られる条件の調査
最耐性日齢調査の結果、ミカンコミバエは 3日齢及び 4日齢
が、ウリミバエは 1日齢が、低温に対して他の日齢よりも耐性
が高いことが示唆されたため、これらの日齢の蛹を用いて殺虫
試験を実施した。
低温処理期間中の箱内温度推移を Fig.2に示した。処理開始

後の平均温度は、1反復目が 1.34℃、2反復目が 1.33℃であっ
た。
補正死亡率を Table 2に示した。
ミカンコミバエ・ウリミバエともに 8日目以降は生存虫が確

認されなかった。最耐性日齢の蛹が 100%殺虫されたというこ
とは、その他の日齢の蛹も当然殺虫されると考えられる。した
がって、本試験条件下における両ミバエ蛹の殺虫条件は 1.3℃8

日間となる。なお、5日処理時の補正死亡率の比較から、ミカ
ンコミバエ蛹は、ウリミバエより低温耐性が高いことが示唆さ
れた。
小泉（1937）は、ミカンコミバエ蛹を 0℃で低温処理した場
合の最耐性日齢及び 100%殺虫に要する日数は、高温期
（30℃）では 4日齢・4日間、低温期（20℃）では 13日齢・5

日間であることを報告している。一方、ウリミバエでは高温期
（24～30℃）の試験下で、7日齢が低温に対し最も耐性が高く
100%殺虫に要する日数は 11日間であることを報告している
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comparison test.

2 
 

（ 縮 尺 指 定 ： １ ／ ２ 倍 ）  

 

（ 縮 尺 指 定 ： １ ／ ２ 倍 ）  

 

0

0.2
0.4

0.6
0.8
1

1.2
1.4

1.6

0 1 2 3 4 5 6

Te
m

pe
ra

tu
re

 (℃
)

Day

Fig. 1. Temperature in a box exposed to cold air for susceptibility comparison test.
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Fig. 2. Temperature in a box exposed to cold air for a test to determine treatment   
conditions to confirm 100% mortality.

Rep. 1

Rep. 2

Fig. 2 Temperature in a box exposed to cold air for a test to 
determine treatment conditions to confirm 100% mortality.
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Table 1 Corrected mortality  of Oriental fruit fly and melon fly 
pupae after cold treatment at 0.60-0.65℃.

Replication
Treatment

days

Corrected mortality (％)1) by pupal age

Oriental fruit fly Melon fly

0 day 1 day 2 day 3 day 4 day 5 day 6 day 0 day 1 day 2 day 3 day 4 day 5 day

1

1 - - - - - - - 88.3 22.0 27.9 44.4 87.0 90.5

2 100 88.3 33.5 56.1 24.0 33.7 17.5 100 31.3 35.8 90.1 98.6 100

4 100 97.9 93.2 96.5 58.9 85.9 97.8 100 99.1 100 100 100 100

6 100 98.9 100 100 92.3 100 100 - - - - - -

2

1 - - - - - - - 90.2 10.1 15.5 12.0 56.6 77.8

2 98.9 87.7 48.2 13.9 8.0 14.9 0 100 52.7 31.2 74.1 96.7 99.6

4 100 97.4 91.6 57.6 62.0 78.4 94.4 100 99.6 100 99.5 100 100

6 100 100 100 99.5 99.6 99.6 100 - - - - - -

1)  Corrected mortality was calculated by Abbott’s formula (Abbott, 
1925).
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（小泉 1933）。供試虫、日齢の数え方、処理温度等、試験条件
が異なるために単純に比較できないが、今回得られた試験結果
とは異なる傾向が示されている。
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摘　　要

ミカンコミバエ及びウリミバエ蛹の低温耐性について調査し
た。全日齢の蛹を用いて低温処理を実施し、ミカンコミバエは
3日齢及び 4日齢が、ウリミバエは 1日齢が、他の日齢よりも
低温に対して耐性が高いことが示唆された。これらの日齢の蛹
を用いてより規模の大きい低温処理を実施した結果、両ミバエ
蛹の殺虫条件は 1.3℃8日間であることが示唆された。

Table 2  Corrected mortality  of Oriental fruit fly and melon fly 
pupae after cold treatment at 1.33-1.34℃.

Replication
Treatment

days

Corrected mortality (％)1) by pupal age

Oriental fruit fly Melon fly

3 day 4 day 1 day

1

2 - - 57.7

5 86.1 84.0 99.6

8 100 100 100

11 100 100 100

14 100 100 100

17 100 100 -

2

2 - - 57.4

5 74.5 83.0 99.3

8 100 100 100

11 100 100 100

14 100 100 100

17 100 100 -
1)  Corrected mortality was calculated by Abbott's formula (Abbott, 
1925).




